
 

議会活性化特別委員会 次第 

 

令和７年１月９日 

新幹線・観光誘客特別委員会終了後開議 

３０１会議室 

 

１ 大聖寺実業高等学校との意見交換会について           資料１ 

 

 

２ 令和７年度議会報告会について             資料２～資料４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回開催日（予定）２月１３日(木) 新幹線・観光誘客特別委員会終了後 301会議室 



大聖寺実業高等学校との意見交換会について               資料１ 

 

１．目 的 

   若者の市政及び議会への関心度を高める取り組みの一環として実施。今回で６回目となる。 

２．日時・場所等（対象クラスは学校で選考中） 

   日時：令和７年２月１０日（月）午後１時２５分～３時１５分（社会科授業５限、６限） 

   場所：大聖寺実業高等学校 会議室（※１時１５分までに現地集合） 

   相手：機械システム科、情報システム科１年生 ３クラスから１クラスのみ出席 

       機械システム科：11Ｈ、12Ｈともにそれぞれ 26人 

       情報システム科：13Ｈ 38人 

３．概要 

  ・生徒約３０人を○グループに分け、その中に議員が参加し、テーマに沿って意見交換を実施。 

・グループ内で意見交換のまとめを行い、グループごとに発表する（発表者は生徒）。 

  <テーマ>（案）（詳細は現在学校で検討中） 

   ～加賀市民が幸せに生活するにはどうすればよいのか～ 

(1) 加賀市の活性化（○グループ） 

⇒「空き家、廃校、空き旅館等の活用」「交通の利便性向上」「温泉、商業施設の活用」 

(2) 加賀市の福祉政策（○グループ） 

⇒「空き家、学校、公民館の活用」「ユニバーサルデザイン」「学校教育の充実」 

(3) 加賀市の防災対策（○グループ） 

 ⇒「            」 

  <流れ> 計１１０分 

①挨拶・説明（学校長・議長） （１０分） ④グループまとめ       （１０分） 

②先生からテーマ説明      （５分） ⑤発表（質疑応答あり）    （３０分） 

③意見交換          （３５分） ⑥振り返り・講評、挨拶（副議長）（１０分） 

（休憩１０分後、④へ） 

４．留意点等 

  ・議員はファシリテーター（進行役）として、生徒の意見を引き出すよう進める。自身の意見

提案は極力避ける。 

５．議員のグループ分け（案） 「進行役」を決めておく。 

・実高からテーマ、クラスの決定等の報告があり次第、班分けを案内する。 

６．その他 

・当日は動画を撮影し、編集後、ユーチューブに掲載する予定。 

・高校からの要望で、生徒からの意見については、定例会などでの質問等に適宜反映してほし

いとのこと。 

・当日の控室：正副議長⇒校長室、議員⇒会場横の会議室 

テーマ 班 議員 振り分け 

加賀市の活性化   総務経済委員会＋議長 

加賀市の福祉政策   教育民生委員会 

加賀市の防災対策   総務経済委員会 



案 

      令和７年度 議会報告会について   資料２ 

１．実施スケジュール 

①１月９日 議会活性化特別委員会 

 ・方針、班編成（地区担当）及びスケジュールを確認 

・時間配分、グループトークのテーマについて協議 

②２月 13日 議会活性化特別委員会 

 ・①の結果を報告、その他の協議 

 ※全議員への説明、各班に分かれて役割分担、今後のスケジュール 

③３月定例会 

  

  

④４月 10日 議会活性化特別委員会 

 ・議会報告会当日の進行、役割等の最終確認 

 ※全協後、全議員への説明 

⑤５月 報告会を実施 

 



議会基本条例に基づく加賀市議会の取り組みについて

①審議する議会

②政策提案する議会

③市民が参加する議会

④開かれた議会

1

議会基本条例とは？
議会及び議員活動の充実と活性化のために必要な基本的な
事項等を定めることにより、議会が市民の負託に的確に応え、
もって市民生活の向上に寄与するために策定

★ 本日の内容



議会基本条例に基づく加賀市議会
の取り組みについて

市民が参加する議会

2

各団体との意見交換会や今回のおでかけトーク

のような市民との意見交換の場を多様に設け、

広く意見を聴くことができればと考えております。
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★
本日のグループトークについて

グループトーク
（３０分）

４グループに分かれ、テーブルに議員１人ずつ配置
①テーマ一覧の中からトークしたいテーマを
テーブル毎で決定する。

②議員が進行役となり、テーマについて課題、
改善策などの意見を付箋に書く。

③発表用のボードを使って意見をまとめる。
※配布した資料も参考に！

発表（15分）

質疑応答

各グループの議員が代表して発表。
各班４分以内。

発表された意見のほか、お出かけトーク
全般についての質疑・応答。



１ 災害対策

２ にぎわいの創出

３ 子育て支援

地域交通４

★
テーマ「住みよい街づくり」
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大規模災害に備え

指定避難所となる中学校の体育館ま
たは講堂に空調設備を設置し、

避難時、快適に過ごせる空間にしストレ
スの軽減を図る

災害対策

市内中学校体育館空調設備整備事業

事業の目的 ▶現状（送風機利用）

ガスタンク室 内 機

▶空調設備（GHP)

・停電時に稼働可能

（自立発電運転付き）

・自立発電運転により照明器具など

使用可能
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•皆さんが考える住みよい街づくりのためになる
防災対策とはどんなものでしょうか？
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若者の地域活動に関する支援

にぎわい創出

地域活性化活動助成事業

事業の目的

若者を主とする団体の活動を
支援し、地域における若者の活
躍を促進するとともに、人口減
少の克服を目指す取組を促進
し、地域活性化を図る。

支援要件

18歳から40歳未満の若者3名以上を含み
、6割以上が若者で構成されており、若
者が代表となっている団体

対象活動

創業支援、移住支援、婚活にかかる
活動等

助成額

1活動あたり上限100千円
（1団体あたり年間上限1,000千円
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•皆さんが考える住みよい街づくりのためになる
にぎわいの創出とはどんなものでしょうか？
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第１子以降無料

（所得制限 なし）

子育て支援

保育料完全無償化事業

事業の目的

保育料を無償化し、乳幼児

期からの育ち・学びを保証

し、子育て家庭が更に安心

して出産、子育てできるよ

う経済的支援を行う。

～家計にやさしく～

▶R４年度 保育料軽減

第３子以降 無料

▶R5年度
第2子以降 無料

（所得制限なし）

▶R６年度
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10

• 皆さんが考える住みよい街づくりのためになる子育て支援と
はどんなものでしょうか？



地域交通

乗合タクシー高度化(AIｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ)事業

事業の内容

「移動最適化都市」を実現するた

め、市民にマイカーの代替手段と
なりえるモビリティサービスを提
供する。

※小学生・中学生・高校生の地域
活動・通塾にかかる利用は無料

事業の目的

令和5年度実施の「AIオンデマン
ドシステムの実証」を導入する
ことで、乗り合いタクシーの時
刻表に基づく定期運航を廃止し
、利用者が望む時間に望む場所
へ、乗り継ぎなく移動すること
を可能とする。

▶鉄道：都市圏・近隣市からの移動
▶バス：幹線沿線の移動
▶乗合タクシー：時間指定乗合移動
▶タクシー：最短・最適移動

既存移動手段

最適高度化のための検証

▶AIデマンド(公共)
自由な乗合移動

▶AIデマンド(遊休)
自由な乗合移動と公共交通
の補完に活用
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• 皆さんが考える住みよい街づくりのためになる地域交通とは
どんなものでしょうか？
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引き続きグループトークに移ります！

テーブル毎に話し合ってテーマ一覧から、
一つテーマを選んで、
意見交換をお願いします！！
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「令和７年度加賀市議会報告会
「議会おでかけトーク」」について

《留意事項》

• 平成28年度から「議会報告会実施要綱」に基づき実施

• 市内まちづくり21地区を、令和6・7年度の2年をかけて
実施する。

→ 令和７年度は11地区で実施

→ 2年間は、班編成・地区割りを変更しない。

1

（予定）R7.4.21議員説明会資料

資料４



《班割・担当地区》

※正副議長は班員に含まない。

2

班 名 班 員
担 当 地 区

令和7年度

Ａ班

荒谷 啓一(総・副)
上野 清隆(教・副)
川下 勉(総)
山口 忠志(総)
稲垣 清也(教)

山中温泉、東谷、片山津（R4実施）
動橋、金明、別所、塩屋（R5実施）

４地区

Ｂ班

中川 敬雄(総・正)
林 俊昭(教)
林 直史(総)
辰川 志郎（教）
一色 眞一（総）

作見、三木、大聖寺（R4実施）
勅使、庄、湖北、橋立（R5実施）

４地区

Ｃ班

南出 貞子（教・正）
林 茂信(総)
中谷 喜英(総)
東野 真樹(教)
若林 高(教)

河南、東谷口、山代、南郷（R4実施）
西谷、分校、三谷（R5実施）

３地区



（１）実施予定日

令和７年５月中で開催する。

（２）実施地区

市内まちづくり単位１１地区

（３）実施場所

地区会館等

※会場は地区会館に限らず、各班で決定してよい。

（４）意見交換の手法

グループトーク方式
※各地区の調整段階で、グループトーク方式で開催することを十分に

周知する。
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（５）議会からの案内
「広報かが」５月号の記事として、内容（グループトークとす
ること等）、開催地区、開催日を周知する。
⇒広報かが５月号の校正〆切は4月10日ごろ
開催日までは記載が困難。

その他、「議会Facebook」「議会Instagram」「議会YouTube」と
いった、議会の広報媒体を活用し、参加促進につなげる。

（６）当日配布資料
・意見交換テーマ
・グループトークテーマ説明用資料（仮）
・アンケート用紙

4
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（7）時間配分等 ※1時間30分（要綱）、開始時間は各班で協議

（例）19時30分開会の場合

時間 内容

19：00～19：15 会場設営

19：30～19：35（5分） 開会挨拶（議長or副議長）、自己紹介

19：35～19：50（15分） 議会報告（テーマに即した主要事業説明）

19：50～19：55（5分） グループトーク概要説明（進め方の説明）

19：55～20：25（30分） グループトーク（テーマ設定、ワーク、まとめ）

20：25～20：40（15分） グループトーク内容発表（約４分以内×４班）

20：40～20：45（5分） 講評・閉会挨拶（班長）

20：45～21：00 片付け・反省会



（8）役割分担
①班長（司会、進め方の説明、全体進行、講評・閉会挨拶）

②議会報告者兼グループごとのファシリテーター兼発表者

③グループごとのファシリテーター兼発表者

（事務局：写真記録係、マイク係）

（9）準備
・日程及び会場決定

・各地域との打ち合わせ（日程調整・参加依頼）

・会場予約
※他班の地元議員も、依頼があれば可能な限り協力する。

なお、他班の地元議員への出席依頼は各班に委ねる。

（10）当日予定
・班員は開始３０分前に全員集合し、会場設営をする。

・報告会終了後、班員は全員で後片付けをする。
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